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研究のねらい

成果の内容

　水稲の低コスト栽培技術として直播栽培の面積が増加しているが、減収することが多いため、

玄米60kg当たりの生産費はあまり低下していない。そこで、直播向き水稲品種「萌えみのり」の鉄

コーティング種子を既に所有している作業機で散播し、収量を確保しつつ生産コストを低下させ

る直播栽培技術を開発する。あわせて、慣行の鉄コーティングと発芽させて播種する密封式鉄コー

ティングを比較検討し、出穂期や収量、品質の違いを明らかにする。

①耐倒伏性の強い直播向け水稲品種「萌えみのり」

　種子を鉄コーティングして散播栽培することによ

　り、一般品種の移植栽培と比べて倒伏が少なく、同

　等の収量と品質、食味が得られる（表１、写真１） ｡

②密封式鉄コーティングは、乾燥した種子を播種す

　る慣行式と比べて出芽が早いため出穂も２日早く

　なるが、収量や品質、食味に差はない（表１）。

③10a当たり労働時間は約６時間と全国15ha以上の

　農家平均に比べて約40％と省力となり、60kg当た

　り費用合計は約7,000円で同農家平均に比べて約

　80％と低コストである（表２）。

成果の利活用

秋田県中央および岩手県北上川下流以南の東北地域平坦部に向く。

写真１　圃場上空から見た登熟期の倒伏状況

倒伏箇所は色が淡い。「萌えみのり」は倒伏していないが、
周辺の移植栽培の「あきたこまち」は倒伏していた。 

 

「萌えみのり」の鉄コーティング湛水散播栽培

表１　出穂期と収量・品質 表２　生産費用等（無人ヘリ体系）


